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79小野：聖堂参事会の律修化に関する霊性と制度の接合をめぐる諸問題
を複合させた規則が編まれ，その影響力が強力であった点を強調する。
そして11世紀前半に「聖堂参事会員」（canonicus）と「律修（的な）」
（regularis）という語が結合して，ひとつの用語を形成する段階を措定す
る。以上の点から，監修者は，10世紀後半と11世紀前半という律修参事
会研究者が従来軽視してきた時期に固有の重要性を与えていることが確
認されよう。
律修参事会の活動を，1989年の論文集の序文の如く，他のグループの
前史として位置づけるのではなく，それが固有の系譜を持つ存在である
点を2009年の論文集の序文は強調する。制度史のアプローチと聖性・霊
性史のアプローチを組み合わせることで，2009年の論文集は律修参事会
の霊性をよりよく捉えるとともに，「律修化」という定量化し得ない因子
を制度の問題に変換することに成功しているように思われる。
さて2009年公刊の論文集の全体の構成を概観したい。この論文集の第
１部には「出現」というタイトルが附され，制度史と霊性史の論考がそ
れぞれ１本ずつ掲載されている。ベイランシュは，ウルバヌス２世期以
前とウルバヌス２世期の教皇文書の網羅的調査によって法制度の側面か
ら，律修参事会員の「出現」の状況を解明し，フロンは在俗参事会員の
律修参事会員への回心という霊性の側面から，律修参事会員の「出現」
の状況を解明している。
この論文集の第１部の均衡のとれた構成は，21世紀のヨーロッパ中世
教会史研究の「権力，教会，社会」と「聖性・霊性」の両方のグループ
の傾向を包摂することを強く意識したものであろう。この論文集の第２
部には，「修道士と聖堂参事会員」というタイトルが附され，霊性史・文
化史の論考が８本掲載されている。監修者は論文集の結論で，第２部を
総括し，「律修参事会員は，修道士と在俗参事会員の間に組み込まれた」
と明確に定義する??。
ドレーヌ以来，律修参事会の「出現」（「起源」）の調査に関心は向けら
れ，その「発展」の調査は看過されてきた。ところが，2009年の論文集
では，第３部に「発展」というタイトルが附され，律修参事会の「発展」
を調査する論考が６本も収められている。論文集の結論で監修者は，律
?? M.Parisse(dir.),op.cit.,p.529.
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修参事会の「発展」を調査した結果を総括し，西欧全域で律修参事会の
「会派」が形成された点を強調する。かくの如き大掛かりな律修参事会の
「会派」の発展に関する共同研究は聖堂参事会の律修化の研究史上，初め
ての試みである。
序論の現実を捨象した社会変革運動史の問題意識と，結論の「律修化」
という因子を解析し損なった制度史の問題意識の間の乖離が，構成に深
刻な影響を及ぼしていた1989年の論文集と比べ，2009年公刊の論文集
の構成には，格段の進歩が見受けられる。この論文集では，制度史のア
プローチと聖性・霊性史のアプローチを組み合わせることによって「律
修化」という霊性の問題を制度の問題と接合することに成功したという
ことができる。
おわりに
以上，聖堂参事会の律修化に関する霊性と制度の接合をめぐる諸問題
を上述の研究史を通じて検討してきた。最後に，このパリス編の論文集
の問題点と律修参事会研究の今後の展望について附言したい。「教皇と司
教の構造は律修参事会員の施設において決定的な役割を演じた。特に小
教区と司教管区の中の律修参事会員の配置ゆえに。その点に関して，律
修参事会員は修道院の世界と明らかに一線を画した」と監修者は述べ，
この論文集の結論を締め括る??。だが，この論文集では西欧全域の律修参
事会の会派の形成に力点が置かれているため，おそらく紙幅の関係で「小
教区と司教管区の中の律修参事会員」の位置づけに関する実証が十分に
行われていない。従って，今後は，聖堂参事会の律修化に関する最新の
研究動向を十分に踏まえた上で，制度と聖性・霊性のアプローチを接合
しつつ，司教管区の中に聖堂参事会の律修化の問題を位置づける必要が
あるだろう。
?? ibid.
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